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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　脊椎の隣接する骨の固定のために、少なくとも１つの骨ネジを利用する、骨プレートア
センブリであって、以下：
　基部プレートであって、該基部プレートを通って延びる少なくとも１つの開口を含む、
基部プレート；および
　該プレート上に取り付けられ、そして該プレート上を、該開口に対してロック位置とア
ンロック位置との間で可動であるネジ保持手段であって、頂部および底部を含み、該底部
が、該底部への開口を有する第１の球状の形状の凹部を、該第１の球状の形状の凹部が、
該骨ネジが該基部プレートから緩むことを防止するために該骨ネジの頭部を少なくとも部
分的に取り囲むような形状であるように規定する、ネジ保持手段、
を備える、骨プレートアセンブリ。
【請求項２】
　前記基部プレートが、第一端部および第二端部によって規定される長手方向軸をさらに
備え、該軸に沿った長さは、隣接する椎骨間にまたがるために十分であり、該基部プレー
トは、上部表面および下部表面をさらに備え、該下部表面は、前記骨と係合するよう適合
されている、請求項１に記載の骨プレートアセンブリ。
【請求項３】
　前記基部プレートは、前記長手方向軸を横切る方向に湾曲しており、前記骨プレートを
前記椎骨の曲率に順応させる、請求項２に記載の骨プレートアセンブリ。
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【請求項４】
　前記少なくとも１つの開口が、円形の穴、孔、スロット、および多角形の開口部からな
る群より選択される、請求項１に記載の骨プレートアセンブリ。
【請求項５】
　前記骨が、前記プレートの前記上部表面および下部表面の少なくとも１つに配置される
少なくとも１つの内部凹部を含む、請求項３に記載の骨プレートアセンブリ。
【請求項６】
　前記骨固定プレートの前記端部の間に配置される、前記少なくとも１つの開口が、該骨
固定プレートの前記長手方向軸に沿って配置される、請求項３に記載の骨プレートアセン
ブリ。
【請求項７】
　前記細長いスロットが、前記基部プレートの前記長手方向軸に対して実質的に鋭角で配
置されている、請求項３に記載の骨プレートアセンブリ。
【請求項８】
　前記開口が、外側縁部を含む、請求項４に記載の骨プレートアセンブリ。
【請求項９】
　前記外側縁部が、該外側縁部に機械加工される少なくとも１つの溝をさらに備える、請
求項８に記載の骨プレートアセンブリ。
【請求項１０】
　前記ネジ保持手段が、前記基部プレートの前記開口の前記外側縁部に沿って位置する、
前記少なくとも１つの溝と係合するためのタブを備える、請求項１に記載の骨プレートア
センブリ。
【請求項１１】
　前記タブが、前記少なくとも１つの溝と係合して、前記ロック位置およびアンロック位
置を提供する、請求項１０に記載の骨プレートアセンブリ。
【請求項１２】
　前記ネジ保持手段が、前記開口内に配置された前記ネジの一部を部分的にブロックし、
これによって前記ロック位置を規定する、請求項１に記載の骨プレートアセンブリ。
【請求項１３】
　前記ネジ保持手段が、前記開口内に配置された前記ネジの一部をブロックせず、これに
よって、前記アンロック位置を規定する、請求項１に記載の骨プレートアセンブリ。
【請求項１４】
　前記ネジ保持手段が、前記基部プレートの外側表面と同一平面上にある、請求項１に記
載の骨プレートアセンブリ。
【請求項１５】
　前記ネジ保持手段が、前記ロック位置において前記ネジと係合し、そして該ネジのあら
ゆる動きを防止する、請求項１に記載の骨プレートアセンブリ。
【請求項１６】
　前記ネジ保持手段が、前記ネジから間隔を空けて配置され、該ネジ保持手段が前記ロッ
ク位置にある間に、該ネジが自由に回動することを可能にする、請求項１に記載の骨プレ
ートアセンブリ。
【請求項１７】
　前記ネジ保持手段が、前記開口内において、前記基部プレートに取り外し可能に取り付
けられており、該開口が、半径方向に外向きに陥凹した溝を含む壁によって規定される、
請求項１に記載の骨プレートアセンブリ。
【請求項１８】
前記第１の凹部が、前記ネジ保持手段が前記ロック位置にあるとき、前記骨ネジの頭部の
領域から間隔を置かれて上に横たわる対向する側面部分を含む、請求項１に記載の骨プレ
ートアセンブリ。
【請求項１９】
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前記頂部が、実質的にＵ字型の内側表面を形成する第二の凹部、および該内側表面に対し
て半径方向の外向きにさらに弓状に延びる第二の表面を有する、請求項１に記載の骨プレ
ートアセンブリ。
【請求項２０】
側部が、該基部プレートの該開口内に位置するアンダーカットと係合するために、半径方
向に延びるリップ手段を有する、請求項１に記載の骨プレートアセンブリ。
【請求項２１】
前記基部プレートの少なくとも開口が、それを通って延びる穴を有する細長いスロット、
および前記ネジが該穴に通って入ることを可能にするために、該スロットの長さに沿った
距離の球状シートを形成する壁であって、ここで、該壁が、該穴の内部に延びる少なくと
も１つの突出部を含み、そしてここで、該少なくとも１つの突出部が、ロック位置にある
該ネジ保持手段の切れ込みに作動可能に係合する、請求項１に記載の骨プレートアセンブ
リ。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、骨固定プレートアセンブリに関する。より詳細には、本発明は、ネジの転位を
防ぐ機構に関する。
【０００２】
【従来の技術】
脊椎固定は、脊椎障害、骨折を処置することで、そして脊椎固定術のための共通のアプロ
ーチになってきた。脊椎固定のために用いられる共通のデバイスは、骨固定プレートアセ
ンブリである。代表的な骨固定プレートアセンブリは、複数の貫通開口を備えた、比較的
平坦な、矩形プレートを有する。骨ネジのようなファスナーが、骨固定プレートアセンブ
リを固定するために利用される。これらのネジは、固定されるべき骨（単数または複数）
に骨固定プレートを固定するために強固に締め付けられる。当該技術分野に現存する骨固
定プレートの多くの例がある（例えば、特許文献１～７参照）。これらの参照される特許
は、骨固定プレート技術に関する技術分野の一般的状態を示す例として引用される。一般
に、これらのタイプのデバイスは、任意の骨（単数または複数）の固定に利用され得るが
、特に、頸部、腰部および／または胸部領域に関する脊椎の固定に適している。
【０００３】
内部固定または平板固定の基礎は、前側面または内側面から脊椎に接近すること、および
罹患した脊椎に骨固定プレートを確実にマウントするためにネジを用いることである。こ
のアプローチは、外傷、腫瘍、および変性状態の場合に共通して用いられる。しばしば、
骨固定プレートの適用に加え、移植片材料が、隣接する脊椎を一緒に永久的に融合するた
めの試みにおいて組み合わせられ得る。この移植片材料は、患者身体内の他の骨または死
体骨から得た骨移植片から構成され得る。
【０００４】
このような骨固定プレートの使用にともなう共通の問題は、骨ネジが、これらが固定され
る骨から「緩む」または抜ける傾向にあることである。この問題は、主に、身体および脊
椎の通常の動きに起因して起こる。脊椎は、非常に動的な実体であって、かつ定常的に動
いているので、この問題は、脊椎のような高応力の領域で特に関係がある。一度ネジが緩
くなり、そして骨から抜けると、ネジ頭部が、骨固定プレートの表面より上になり、そし
て骨から完全に抜けることさえあり得る。これは、脊髄固定プレートアセンブリの位置の
近傍にある血管およびその他の重要な構造物の数および近接度により、多くの潜在的に重
要な問題を起こす。
【０００５】
ネジが骨から抜けることを防ぐか、および／またはネジが骨固定プレートの表面から緩む
かまたは抜けることを防ぐ試みにおいて、多くの多様な設計が提起されてきた。例えば、
特許文献１は、噛み合わせネジを取り込む前頸部平板固定システムを開示している。噛み
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合わせネジは、頸部プレートを脊椎に固定するために用いられる骨ネジの頭部に係合する
。この噛み合わせネジは、骨ネジの上に位置し、そして骨ネジの頭部に対して駆動され、
骨ネジをプレートに堅く固定する。しかし、この噛み合わせ機構が働くためには、骨ネジ
の頭部間の距離が最小限に保たれなければならず、そのことによって、この骨固定プレー
トの可能な適用が制限されている。さらに、特許文献１は、骨ネジが傾くことを許容する
が、複数のネジが正確に同じ角度で傾かないと（これを行うのは非常に困難である）、噛
み合わせネジは、両方の骨ネジ頭部に適切に接触することができない。
【０００６】
骨固定ネジが、骨から緩むこと、または脱落するようになることを防ぐ機構の別の例が、
特許文献２に提示されている。この特許文献２は、骨固定プレートにネジすじがあり、そ
して、骨係合ネジすじ、および骨固定プレートにあるネジすじ穴に相補的である骨ネジの
頭部近傍のネジすじ部分の両方をもつ骨ネジと組み合わせて用いられる機構を開示する。
この機構では、ネジが、骨固定プレートに堅く固定される。しかし、骨固定プレートと骨
との間に間隙を残したまま、骨固定プレートに骨ネジを噛み合わせる可能性がある。この
問題は、骨の劣った固定または固定の完全な失敗さえ生じ得る。
【０００７】
骨ネジが骨から抜けることを防ぐために用いられる種々のその他の機構は、ネジに係合し
、かつ噛み合うカム、および適切な力がそれに付与されるとき外側に拡張し、骨固定プレ
ートにある穴に係合する拡張頭部ネジの使用を含む。これら特定の設計のすべては、それ
らの適用において、破損の可能性を含むか、または正確に働くために特別の正確さおよび
配置を必要とする欠点を有する。
【０００８】
骨固定プレートから骨ネジが緩むことを防ぐ別の装置が示されている（例えば、特許文献
８参照）。特許文献８は、多くの貫通孔を有する骨固定プレート、各々が拡張した頭部を
有する対応する数のネジ、および周りに骨係合ネジすじおよび頭部とネジすじ部分との間
の非ネジすじ部分を規定する細長いシャフト部分、および各々が貫通穴をもつ対応する数
のネジ緩み防止部材を備える、骨の内部固定のためのシステムを開示する。このネジ緩み
防止部材は、骨プレートの孔内に位置し、そして最初は、それを貫通する細長いネジシャ
フトを摺動可能に受け入れるサイズである挿入物である。固定プレートの適用の間、骨ネ
ジは、骨固定プレート孔を通って進み、そしてネジ緩み防止部材がプレート孔内に位置し
て下にある骨に骨固定プレートをねじ込む。その後、この装置は、ネジ緩み防止部材の孔
を収縮させるに十分加熱され、それによって、固定プレートとネジスジ部分との間に位置
するネジシャフトの非ネジすじ部分を捕獲する。ネジ緩み防止カラー（ｃｏｌｌａｒ）部
材が固定プレートの孔内に固定化される。カラー部材および固定プレートは、下にある骨
への固定の後、互いに固定された関係になる。
【０００９】
その他のタイプの挿入物またはカラー部材が、種々の理由（例えば、特許文献９および１
０に示されるようなもの）のために骨固定プレートとともに用いられてきた。特許文献９
は、スリーブが骨固定プレートに提供される開口に配置される骨固定プレートを開示して
いる。ネジは、スリーブを通り、そして下にある骨内に配置される。ネジを締めることに
よって、スリーブが骨固定プレートとの関係でその場にクランプ固定され、固定プレート
がネジと堅く連結して留まることを確実にする。
【００１０】
特許文献１０は、固定プレートの少なくとも１つの穴に配置された方向調節リングを有す
る骨固定プレートを開示している。ネジスジ付の骨ネジの挿入および締め付けに際し、こ
の方向調節リングのエッジを拘束することは、穴内の係合を強要し、この方向調節リング
をその中に堅く固定および保持する。
【００１１】
構築された最近のシステムのその他の例は、小さな止めネジまたは噛み合わせネジを利用
する。その他は、ネジに係合する大きなカバーまたはカムを利用し、ネジをプレートに噛
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み合わせかつ保持するための機構を達成する（例えば、特許文献４参照）。特許文献４は
、ある距離だけ緩む場合でさえ、プレート中および骨中に留まり得るように長い止めネジ
を開示する。このネジはさらに緩み得、その結果、この骨ネジは、プレート中の穴に侵入
するための隙間（ｃｌｅａｒａｎｃｅ）を有する（図１９を参照のこと）。この結果、ネ
ジがプレートを貫通し、そして脊椎に対する不必要な負荷を生じ、これは、骨ネジに抗し
、そして骨からプレートを持ち上げようとする傾向を生じる。
【００１２】
特許文献７は、ネジが緩むことを防ぐ別のタイプの機構を開示している。特許文献７は、
その中に、プレートに一体化され、そしてプレート中に機械加工されるタブの使用を開示
している。このタブは、ネジを覆うために屈曲されなけばならず、それが緩むことを防ぐ
。外科医が、ネジ位置を変えるか、または固定することを必要とする場合、ネジに接近す
る前に、タブを屈曲して元に戻す必要がある。その結果、金属中に応力が生じ、そしてほ
とんどの場合、潜在的にプレートの交換を必要とする。
【００１３】
別の例が、特許文献６に見出される。特許文献６は、カム機構を利用して一度に３つのセ
ットのネジを噛み合わせるための、その装置の使用を開示している。カムのローブ（ｌｏ
ｂｅ）が３つのネジに係合しなければならないまさにその場所にそれが停止することを保
証するために、プレート中のネジすじおよびカム上のネジすじが、注意深く制御され、ネ
ジスジが正確に同じに始まるようにタイミングを合わせなければならない。
【００１４】
最後に、骨プレートおよびネジガイド機構の別の例が、特許文献５に開示されている。特
許文献５は、基部プレートを含む骨プレートを開示し、ここでは、その中に保持プレート
もまた提供される。この保持プレートは、基部プレートに固定して取り付け可能であり、
そしてこの保持プレートが、各々の骨ネジの少なくとも一部分を覆う。この保持プレート
は、それを通って位置する止めネジ開口中に挿入される止めネジで、基部プレートに固定
される。従って、この発明は、基部プレートおよび骨内に骨ネジを保持するため別個のネ
ジを必要とする。
【００１５】
【特許文献１】
米国特許第５，３６４，３９９号明細書
【００１６】
【特許文献２】
米国特許第５，６０１，５５３号明細書
【００１７】
【特許文献３】
米国特許第６，０１７，３４５号明細書
【００１８】
【特許文献４】
米国特許第６，１５２，９２７号明細書
【００１９】
【特許文献５】
米国特許第６，２３５，０３４号明細書
【００２０】
【特許文献６】
米国特許第６，１３９，５５０号明細書
【００２１】
【特許文献７】
米国特許第６，２５８，０８９Ｂ１号明細書
【００２２】
【特許文献８】
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米国特許第５，５７８，０３４号明細書
【００２３】
【特許文献９】
米国特許第４，３８８，９２１号明細書
【００２４】
【特許文献１０】
米国特許第５，６０７，４２８号明細書
【００２５】
【発明が解決しようとする課題】
従って、隣接する脊椎の動き、応力、または動的負荷の共有を可能にしながら、骨への骨
固定プレートの能動的な、堅い固定を可能にする骨固定プレートアセンブリの必要性が存
在する。より詳細には、ネジが緩むことを防ぐ、プレート中に構築された単純な可逆的噛
み合わせ機構を提供する骨固定プレートアセンブリの必要性が存在する。さらに、ネジが
骨プレートから緩むのを維持および／または防ぐ機構の必要性が存在する。
【００２６】
【発明を解決するための手段】
本発明は、脊椎の隣接する骨の固定のために、少なくとも１つの骨ネジを利用する、骨プ
レートアセンブリを提供し、この骨プレートアセンブリは、以下：
基部プレートであって、該基部プレートを通って延びる少なくとも１つの開口を含む、基
部プレート；および
該プレート上に取り付けられ、そして該プレート上を、該開口に対してロック位置とアン
ロック位置との間で可動であり、そして該骨ネジが該基部プレートから緩むことを防止す
るための、ネジ保持手段、
を備える。
【００２７】
１つの実施形態において、上記基部プレートが、第一端部および第二端部によって規定さ
れる長手方向軸をさらに備え、該軸に沿った長さは、隣接する椎骨間にまたがるために十
分であり、該基部プレートは、上部表面および下部表面をさらに備え、該下部表面は、上
記骨と係合するよう適合されている。
【００２８】
１つの実施形態において、上記基部プレートは、上記長手方向軸を横切る方向に湾曲して
おり、上記骨プレートを上記椎骨の曲率に順応させる。
【００２９】
１つの実施形態において、上記少なくとも１つの開口が、円形の穴、孔、スロット、およ
び多角形の開口部からなる群より選択される。
【００３０】
１つの実施形態において、上記骨が、上記プレートの上記上部表面および下部表面の少な
くとも１つに配置される少なくとも１つの内部凹部を含む。
【００３１】
１つの実施形態において、上記骨固定プレートの上記端部の間に配置される、上記少なく
とも１つの開口が、骨固定プレートの上記長手方向軸に沿って配置される。
【００３２】
１つの実施形態において、上記細長いスロットが、上記基部プレートの上記長手方向軸に
対して実質的に鋭角で配置されている。
【００３３】
１つの実施形態において、上記開口が、外側縁部を含む。
【００３４】
１つの実施形態において、上記外側縁部が、この外側縁部に機械加工される少なくとも１
つの溝をさらに備える。
【００３５】
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１つの実施形態において、上記ネジ保持手段が、ワッシャ、リング、クリップ、およびデ
ィスクからなる群より選択される挿入物としてさらに規定される。
【００３６】
１つの実施形態において、上記挿入物が、中心軸およびこの中心軸と異なる軸を有する開
口部を含む。
【００３７】
１つの実施形態において、上記挿入物が、上記ロック位置とアンロック位置との間で、上
記中心軸の周囲で回転可能であり、ロック位置にある場合に、挿入物の上記開口部が、上
記基部プレートの上記開口と異なる中心軸を有し、そしてアンロック位置にある場合に、
挿入物の開口部が、基部プレートの開口と同軸である。
【００３８】
１つの実施形態において、上記挿入物が、上記基部プレートの上記開口の上記外側縁部に
沿って位置する、上記少なくとも１つの溝と係合するためのタブを備える。
【００３９】
１つの実施形態において、上記タブが、上記少なくとも１つの溝と係合して、上記ロック
位置およびアンロック位置を提供する。
【００４０】
１つの実施形態において、上記挿入物が、上記開口内に配置された上記ネジの一部を部分
的にブロックし、これによって上記ロック位置を規定する。
【００４１】
１つの実施形態において、上記挿入物が、上記開口内に配置された上記ネジの一部をブロ
ックせず、これによって、上記アンロック位置を規定する。
【００４２】
１つの実施形態において、上記ネジ保持手段が、上記基部プレートの外側表面と同一平面
上にある。
【００４３】
１つの実施形態において、上記ネジ保持手段が、上記ロック位置において上記ネジと係合
し、そしてネジのあらゆる動きを防止する。
【００４４】
１つの実施形態において、上記ネジ保持手段が、上記ネジから間隔を空けて配置され、ネ
ジ保持手段が上記ロック位置にある間に、ネジが自由に回動することを可能にする。
【００４５】
１つの実施形態において、上記ネジ保持手段が、上記開口内において、上記基部プレート
に取り外し可能に取り付けられており、開口が、半径方向に外向きに陥凹した溝を含む壁
によって規定される。
【００４６】
１つの実施形態において、上記ネジ保持機構が、上記溝の内部にあり、そしてネジ保持機
構が、上記開口の溝に挿入されるために折り畳み可能である、Ｃ字型ワッシャである。
【００４７】
別の局面において、本発明は、基部プレートの開口に配置するためのデバイスを提供し、
このデバイスは、上記ネジが基部プレートから緩むことを防止するために、プレート上に
取り付け可能であり、そしてプレート上を、開口に対してロック位置とアンロック位置と
の間で可動であるネジ保持手段を含む。
【００４８】
１つの実施形態において、上記ネジ保持手段が、ワッシャ、リング、クリップ、およびデ
ィスクからなる群より選択される挿入物として規定される。
【００４９】
１つの実施形態において、上記挿入物が、中心軸および中心軸とは異なる軸を有する開口
部を含む。
【００５０】
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１つの実施形態において、上記挿入物が、上記中心軸の周囲を、上記ロック位置とアンロ
ック位置との間で回転可能である。
【００５１】
１つの実施形態において、上記挿入物が、上記基部プレートの上記開口の外側縁部に沿っ
て位置する少なくとも１つの溝に係合するための、タブを備え、タブが、少なくとも１つ
の溝に係合して、ロック位置およびアンロック位置を提供する。
【００５２】
１つの実施形態において、上記挿入物が、上記開口内に配置された上記ネジの一部分を部
分的にブロックし、これによって上記ロック位置を規定する。
【００５３】
１つの実施形態において、上記挿入物が、上記開口内に配置された上記ネジの一部分をブ
ロックせず、これによって、上記アンロック位置を規定する。
【００５４】
１つの実施形態において、上記溝が、上記開口内に偏心開口部を有し、そして開口部が、
上記アンロック位置において、上記ネジ保持機構の上記開口部と整列する。
【００５５】
１つの実施形態において、上記ネジ保持手段が、上記ネジと係合し、そしてネジのあらゆ
る動きを防止する。
【００５６】
１つの実施形態において、上記ネジ保持機構が、ネジ保持機構が上記ロック位置にある間
に、上記ネジが自由に回動することを可能にする。
【００５７】
１つの実施形態において、上記ネジ保持手段が、上記基部プレートの上記開口内に取り外
し可能に取り付けられている。
【００５８】
１つの実施形態において、上記ネジ保持手段が、上記ロック位置にある場合に、上記ネジ
を、上記基部プレートの上部表面の下に維持する。
【００５９】
１つの実施形態において、上記ネジ保持手段がＣ字型である。
【００６０】
１つの実施形態において、上記ネジ保持手段がＵ字型である。
【００６１】
１つの実施形態において、上記ネジ保持手段が上記中心軸の周囲で圧縮可能である。
【００６２】
別の局面において、本発明は、基部プレートの開口内に配置されるためのスナップリング
を提供し、このスナップリングは、プレート上に取り付け可能であり、そしてネジが基部
プレートから緩むことを防止するために、プレート上を、開口に対してロック位置とアン
ロック位置との間で可動であるネジ保持手段を備える。
【００６３】
１つの実施形態において、上記ネジ保持手段が、外側円筒形部分、および上記開口の外側
縁部に係合するための半径方向の外向きに延びるフランジを備える。
【００６４】
１つの実施形態において、上記外側円筒形部分が、中心軸を有し、そして外側円筒形部分
上に位置する間隙を有する。
【００６５】
１つの実施形態において、上記ネジ保持手段が、上記外側円筒形部分の上記中心軸とは異
なる中心軸を有する開口部を含む。
【００６６】
１つの実施形態において、上記ネジ保持手段が、上記間隙から１８０°離れて位置する少
なくとも１つの溝をさらに備え、少なくとも１つの溝が、上記基部プレート上の伸長部と
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係合し、そして上記スナップリングを上記中心軸の周囲で回転させた後に、スナップリン
グを適所に固定する。
【００６７】
別の局面において、本発明は、基部プレートの開口内に配置されるためのデバイスを提供
し、このデバイスは、開口がポケットを含み、デバイスがプレート上に取り付け可能であ
り、そしてネジが基部プレートから緩むことを防止するための、プレート上を、開口に対
してロック位置とアンロック位置との間で可動であるネジ保持手段を備える。
【００６８】
１つの実施形態において、上記ネジ保持手段が、外側円筒形部分を備える。
【００６９】
１つの実施形態において、上記外側円筒形部分が中心軸を含み、上記デバイスが、中心軸
の周囲で圧縮可能である。
【００７０】
１つの実施形態において、上記ネジ保持手段が、上記外側円筒形部分の上記中心軸とは異
なる中心軸を有する開口部を含む。
【００７１】
１つの実施形態において、上記開口のポケットが、上記円筒形部分に対してわずかに大き
な周囲を有する盲穴、上記ネジ保持手段を内部に取り付けるためのアンダーカット、およ
び球状シートであって、これを通って延びる開口を有する、球状シート、およびロッキン
グタブを含む。
【００７２】
１つの実施形態において、上記球状シートおよび開口が、上記ネジを収容するように上記
プレート中に機械加工されている。
【００７３】
１つの実施形態において、ネジの挿入の間に、上記上記部分および開口が、上記ネジ保持
手段上に位置する上記開口部と整列する。
【００７４】
１つの実施形態において、上記周囲部分およびそれを通る開口が、上記盲穴の中心軸とは
異なる中心軸を有する。
【００７５】
別の局面において、本発明は、脊椎の隣接する椎骨の固定のために、少なくとも１つの骨
ネジを利用する、骨プレートアセンブリであって、この骨プレートアセンブリは、以下：
基部プレートであって、基部プレートを通って延びる少なくとも１つの開口を含み；ここ
で少なくとも１つの開口が、それを通って延びる穴を有する細長いスロットである、基部
プレート；
スロットの長さに沿った距離の球状シートを形成し、ネジが穴に通って入ることを可能に
する、壁；および
プレート上に取り付けられ、そして骨ネジが基部プレートから緩むことを防止するために
、プレート上を、開口に対してロック位置とアンロック位置との間で可動である、ネジ保
持手段、
を備える。
【００７６】
１つの実施形態において、上記少なくとも１つの開口が、上記ネジ保持手段が上記ロック
位置にある間に、上記ネジの上記スロットの距離に沿った長手軸方向の動きを可能にする
。
【００７７】
１つの実施形態において、上記ネジが、円筒形ネジ頭部を備える。
【００７８】
１つの実施形態において、上記少なくとも１つの開口が、他のバリエーションの球状頭部
の周囲で回転し得ることなく、上記ネジが並進することを可能にする。
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【００７９】
別の局面において、本発明は、基部プレートの開口内に配置されるための挿入物を提供し
この挿入物は、プレート上に取り付け可能であり、そして骨ネジが基部プレートから緩む
ことを防止するために、プレート上を開口に対してロック位置とアンロック位置との間で
スライドにより可動であるネジ保持手段を備え、ここで、ネジ保持手段が、底部、頂部、
および２つの側部を備え、底部が球状の形状の凹部を有し、頂部が、実質的にＵ字型の内
側表面を形成する第一の凹部、および第一の表面に対して半径方向の外向きにさらに弓状
に延びる第二の表面を有し、そして側部が、基部プレートの開口内に位置するアンダーカ
ットと係合するために、半径方向に延びるリップ手段を有する。
【００８０】
１つの実施形態において、上記側部が、上記基部プレートの上記開口内に延びる突出部上
に作動可能に係合する切れ込みをさらに備える。
【００８１】
別の局面において、本発明は、脊椎の隣接する椎骨の固定のために、少なくとも１つの骨
ネジを利用する、骨プレートアセンブリを提供し、この骨プレートアセンブリは、以下：
基部プレートであって、基部プレートを通って延びる少なくとも１つの開口を含み、少な
くとも開口が、それを通って延びる穴を有する細長いスロットである、基部プレート；
ネジが穴に通って入ることを可能にするために、スロットの長さに沿った距離の球状シー
トを形成する壁であって、穴の内部に延びる少なくとも１つの突出部、および基部プレー
トの開口の内部に位置する少なくとも１つのアンダーカットを備える、壁；および
プレート上に取り付け可能であり、そして骨ネジが基部プレートから緩むことを防止する
ために、プレート上を、開口に対してロック位置とアンロック位置との間でスライドによ
り可動である、ネジ保持手段であって、
ここで、ネジ保持手段が、底部、頂部、および２つの側部を備え、底部が、球状の形状の
凹部を有し、頂部が、実質的にＵ字型の内側表面を形成する第一の凹部、および第一の表
面に対して半径方向の外向きにさらに弓状に延びる第二の表面を有し、そして側部が、基
部プレートの開口内に位置するアンダーカットと係合するために、半径方向に延びるリッ
プ手段を有する、ネジ保持手段を備える。
【００８２】
１つの実施形態において、上記ネジ保持手段が上記ロック位置にある間に、上記少なくと
も１つの開口が、上記スロットの距離に沿った、上記ネジの長手軸方向の動きを可能にす
る。
【００８３】
１つの実施形態において、上記少なくとも１つの突出部が、ロック位置において、上記ネ
ジ保持手段の切れ込みに作動可能に係合する。
【００８４】
１つの実施形態において、上記ネジが、円筒形ネジ頭部を備える。
【００８５】
１つの実施形態において、上記少なくとも１つの開口が、他のバリエーションの球状頭部
の周囲で回転し得ることなく、上記ネジが並進することを可能にする。
【００８６】
別の局面において、本発明は、脊椎の隣接する骨の固定のために、少なくとも１つの骨ネ
ジを利用する、骨プレートアセンブリを提供し、この骨プレートアセンブリは、以下：
基部プレートであって、基部プレートを通って延びる少なくとも１つの穴；
骨ネジを収容するための、少なくとも１つの穴内に作動可能に係合した挿入手段；および
挿入手段内に取り付けられ、そして骨ネジが基部プレートから緩むことを防止するために
、挿入手段内を、挿入手段に対してロック位置とアンロック位置との間で可動であるネジ
保持手段、
を備える。
【００８７】
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（発明の要旨）
本発明によれば、脊椎の隣接する椎骨の固定のための、少なくとも１つの骨ネジを利用す
る、骨プレートアセンブリが提供され、これは、基部プレートであって、それを通って延
びる少なくとも１つの開口を有する基部プレート、およびこのプレート上に取り付けられ
、かつ骨ネジがこの基部プレートから緩むことを防ぐために、このプレート上で、開口に
対してロック位置とアンロック位置との間を移動可能であるネジ保持機構を備える。本発
明はまた、基部プレートの開口中への配置のためのデバイスを提供し、これは、プレート
上に取り付け可能であり、かつネジがこの基部プレートから緩むことを防ぐために、この
プレート上で、開口に対してロック位置とアンロック位置との間を移動可能であるネジ保
持機構を備える。さらに、本発明は、基部プレートの開口中への配置のためのスナップリ
ングを提供し、これは、プレート上に取り付け可能であり、かつ骨ネジがこの基部プレー
トから緩むことを防ぐために、このプレート上で、開口に対してロック位置とアンロック
位置との間を移動可能であるネジ保持機構を備える。また、本発明は、基部プレートの開
口中への配置のためのデバイスを提供し、ここで、この開口はポケットを備え、このデバ
イスは、プレート上に取り付け可能であり、かつネジがこの基部プレートから緩むことを
防ぐために、このプレート上で、開口に対してロック位置とアンロック位置との間を移動
可能であるネジ保持機構を備える。最後に、本発明は、脊椎の隣接する椎骨の固定のため
の少なくとも１つの骨ネジを利用する骨プレートアセンブリを提供し、これは、それを通
って延びる少なくとも１つの開口を有する基部プレートを備え、ここで、少なくとも１つ
の開口は、それを通って延びる穴、およびこのスロットの長さに沿った距離の球状シート
（ｓｅａｔ）を形成する壁を有する細長いスロットであり、ネジがこの穴およびプレート
上に取り付け可能であり、かつ骨ネジがこの基部プレートから緩むことを防ぐために、こ
のプレート上で、開口に対してロック位置とアンロック位置との間を移動可能であるネジ
保持機構を通って侵入することを可能にする。
【００８８】
本発明のその他の利点は、それが、添付の図面と組み合わせて考慮されるとき、以下の詳
細な説明を参照してより良く理解されるようになるとき、容易に認識される。
【００８９】
【発明の実施の形態】
本発明に従って構成される骨プレートアセンブリは、概して、図面中参照番号１０によっ
て示される。一般に、骨プレートアセンブリ１０は、それを通って延びる少なくとも１つ
の開口１４を有する基部プレート１２、およびネジ保持機構１６を備える。骨プレートア
センブリ１０は、複数の骨、そしてより詳細には隣接する椎骨の固定のために、少なくと
も１つの骨ネジ１８を利用する。本発明の鍵となる特徴は、骨プレートアセンブリ１０の
みならず、ネジ保持機構１６にもある。このネジ保持機構１６は、骨ネジ１８がその基部
プレート１２の開口１４内および骨内の固定された位置から緩むことを防ぐ。骨プレート
アセンブリ１０およびネジ保持機構１６の両方の多くの実施形態があるが、それらはすべ
て、ネジ１８が挿入され、そして基部プレート１２内でかつ骨中のその固定位置になった
後、骨ネジ１８の少なくとも一部分を被い得る共通の特徴を有している。
【００９０】
本発明は、種々の分野内で多くの適用を有している。本発明の適用の大部分は、医療分野
を含むが、本発明、特に、ネジ保持機構１６は、機械技術分野、自動車分野、およびその
他の関連する産業のような、医療セッティングの外側の任意のその他の分野で利用され得
る。好ましくは、本発明は、任意の骨、特に椎骨の固定に有用である。
【００９１】
本発明の骨プレートアセンブリ１０、およびネジ保持機構１６はすべて、当業者に公知の
任意の適切な材料から構築され得る。好ましくは、骨プレートアセンブリ１０およびネジ
保持機構１６は、それらが利用される使用および環境に適合する適切な材料から構築され
る。骨プレートアセンブリ１０およびネジ保持機構１６の両方は、金属材料から構成され
、これらの材料としては、制限されないで、チタン、ステンレス鋼、および当業者に公知
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である任意のその他の金属合金が挙げられる。さらなる材料もまた、単独または本明細書
に記載の金属材料と組み合わせて利用され得る。例えば、種々のプラスチックが利用され
得る。しかし、代表的には、本発明を構築するために用いられる任意の材料は、非常に強
く、非反応性で、かつ生物学的系に対して非抗原性であるべきである。しかし、本発明が
、生物学的系の外側で利用される場合、先に記載の特徴は必ずしも要求されない。
【００９２】
本明細書で用いられる用語「開口」または「複数の開口」１４は、制限されないで、任意
の環状の穴、長方形の穴、スロット、細長いスロット、貫通穴、空隙、および任意のその
他の同様の開口部が含まれることを意味する。この開口１４は、少なくともネジ１８のシ
ャフトを、そして好ましくはネジ頭部２０全体に適応するに十分大きい。開口１４は、ネ
ジ１８およびネジ頭部２０のサイズにぴったりである必要は必ずしもない。この開口１４
は、ネジ頭部２０より大きくても良いが、また、基部プレート１２上にその中に位置する
、球状のシートまたはその他の類似の機械加工された部分を有し、ネジがこの開口１４を
完全に通過することを防ぐ。さらに、この開口１４は、細長いスロットであり得、ここで
、ネジ１８は、このスロット内を摺動し得るが、またネジ保持機構１６に適応し得、ネジ
１８がその固定位置から緩むことを防ぐ。
【００９３】
基部プレート１２のサイズおよび形状は変化し得る。この基部プレート１２は、図７に示
されるように湾曲され、脊椎柱の湾曲に適合し得る。あるいは、この基部プレート１２は
、完全に平坦であり得る。この基部プレート１２は、脊椎柱の骨と同程度に小さいか、ま
たは大腿骨と同程度に大きくてもよい。位置および使用に従って、この基部プレート１２
のサイズおよび形状は変化し得る。この基部プレート１２はまた、基部プレート１２の上
部表面１３を通り、かつ下部表面１５を通って延びる少なくとも１つの開口１４を備える
。この上部表面１３は、骨ネジ１８の最初の挿入位置であり、そしてその上では任意の骨
表面と触れることはない。下部表面１５は、脊椎柱に最も近く、そして代表的には、骨プ
レート１２が固定される骨の表面に触れる。基部プレート１２上に位置する開口１４の数
は、設計、位置および所望される固定の厳格さによって変動し得る。例えば、図７に示さ
れる実施形態は、その上に位置する５つの開口１４を備える。この基部プレート１２は、
３つの球状シートおよび２つのスロットポケットを備えた複数の貫通穴ポケットを有し、
その中で移動ネジ運動を可能にする。当業者にとっては、これら２つの改変例を組み合わ
せ、多くのその他の構成を提供し得る。従って、本発明は、本明細書に記載のこれら実施
形態に制限されるものではない。注意すべきは、図面は、頸部領域のための骨プレートア
センブリ１０を示し、そして長軸平面および移動平面の両方で湾曲していることである。
しかし、本発明のその他の平面は、必要に応じて、または当業者によって設計されるよう
に、平坦または湾曲して、ネジ保持機構１６を利用し得る。
【００９４】
先に述べたように、開口１４は、基部プレート１２の所望の設計によりサイズが変化する
。例えば、開口１４は、ネジ１８および骨プレートアセンブリ１０の調節の実質的な余裕
（ｍａｒｇｉｎ）および適正な位置決めを可能にする細長いスロットであり得る。その結
果、ネジ１８は、スロット内を、ネジ保持機構１６に沿って自由に摺動するようにされ得
る。骨プレートアセンブリ１０内の開口１４の間隔および配向は、本明細書に記載の開口
１４の種々の組み合わせにおいて配置されるネジ１８間の所望の負荷分担配置を達成する
ように設計かつ選択され得る。すなわち、この骨プレートアセンブリ１０は、各ネジ１８
により担持される負荷が所望の様式で分配され得るように、特定の適用に仕立てることが
でき、これには、骨プレートアセンブリ１０が骨に固定された後に負荷をシフトすること
が含まれる。この骨プレートアセンブリ１０は、上記で先に記載の先行技術デバイスの欠
点を招くことなく、それが利用される動的環境に適用し得る。
【００９５】
骨プレートアセンブリ１０の開口１４は、基部プレート１２中に詳細に設計され、かつそ
の中に機械加工され、骨プレートアセンブリ１０の開口１４を通って延びる骨ネジ１８に
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対してネジ保持機構１６の挿入を可能にする。開口１４は、所望の設計に従い、そして利
用されるネジ保持機構１６のタイプに従って機械加工される。従って、管状またはディス
ク形状のネジ保持機構１６が利用されるならば、適切な開口１４が、その特定のタイプの
ネジ保持機構１０に適応するために、骨プレートアセンブリ１０中に機械加工される。あ
るいは、開口１４は、ネジ保持機構１６に適応するように特に設計された挿入物とともに
使用するために設計され得る。ネジ保持機構１６のためのそのような挿入物を以下に記載
する。
【００９６】
このネジ保持機構１６は、ネジ１８がその固定された位置から緩むことを防ぎ得る任意の
構造であり得る。基本的に、このネジ保持機構１６は、ネジ１８の少なくとも一部分を、
そしてより特定すればネジ頭部２０を部分的に覆い、ネジ１８が、骨内のその固定位置か
ら、および骨プレートアセンブリ１０の基部プレート１２内をそれを通って延びる開口１
４内から緩むことを防ぐ。このネジ保持機構１６の種々の実施形態を本明細書に記載する
。
【００９７】
本発明の１つの実施形態では、ネジ保持機構１６は、開口１４内で回転し得る金属ディス
クである。このディスクは、ディスクを通じてドリルで開けられたより小さな周縁穴２２
を、この穴が骨プレートアセンブリ上に位置する開口１４のより大きな外径に対して中心
から離れるように含む（図１Ａおよび１Ｂを参照のこと）。ディスクが開口１４の外径の
中心の周りに回転するならば、そのときは、小穴２２は、この小穴２２が開口１４の外径
と同じ中心上にないのでその位置を変える（図１Ｂを参照のこと）。その結果、このディ
スクは、開口１４の外径の中心の周りにディスクを単に回転させることにより、ロック位
置（図１Ｂ）から噛み合わされない位置（図１Ａ）に変化する。その噛みあわされた位置
では、このディスクまたはネジ保持機構１６は、ネジ頭部２０の少なくとも一部分を部分
的に覆い、ネジ頭部２０が緩むことを防ぐ。その一方、噛み合わせられない位置では、こ
のネジ保持機構１６は、ネジ頭部２０への容易な接近を可能にし、それを基部プレート１
２から、そしてその中の固定された骨位置から移動させる。ネジ保持機構１６内に位置す
る穴２２は、ネジ頭部２０と配列された位置から、その中のネジ頭部２０の少なくとも一
部分を部分的に覆う非配列位置に変化する。
【００９８】
本発明の別の実施形態では、ネジ保持機構１６’は、図２Ａおよび２Ｂに示されるような
スナップリングである。このリングは、半径方向に外側に向かって延びるフランジ２６を
備えた外側円筒部分２４を備える。穴または開口２２’は、ネジ保持機構１６を通じて、
その穴または開口２２’の中心点が、外側円筒形部分２４の中心点とは異にした位置でド
リルで開けられる。次いで、このリングは、裂かれ間隙２８を形成し、そして実質的に「
Ｃ」字型であるネジ保持機構１６’を作製する。その結果、このリングの基部プレート１
２の機械加工された開口１４中への配置が、間隙２８が減少するように単にリングを押し
込むことによっておこる。次いで、リングを開口１４中に取り付け、そして圧力をリング
から取り除くと、リングが跳ねて開く。ここで、リングは、開口１４内に固定され、そし
て取り付けられる。このリングはまた、リング上で裂け目から形成された間隙２８から１
８０゜に位置したノッチまたは溝３０を含み得る。このノッチまたは溝３０は、基部プレ
ート１２上の伸長部４１に適合して、かつ作動可能に係合し、それが、その噛みあわされ
た位置に回転した後、ネジ保持機構１６’を適切な位置に保持し、そしてネジ頭部２０が
緩むことを防ぐ。
【００９９】
上記に記載され、そして図２Ａ、図２Ｂおよび図４に示されるネジ保持機構１６’は、そ
の中に位置する開口１４中に機械加工されたポケット３２を有する基部プレート１２’と
ともに用いられる（図４を参照のこと）。このポケット３２は、その上にネジ保持機構１
６’を取り付け、かつ固定するための場所として供される。このポケット３２は、それ自
身の軸の周りでネジ保持機構１６’の回転を可能にする。その中に機械加工されたポケッ
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ト３２は、基本的には、ネジ保持機構１６’の円筒部分よりわずかに大きい盲穴である。
このポケット３２は、上記のように、円筒形アンダーカット３４および噛み合わせタブ３
６をさらに備える。球状部分３８および開口部４０は、プレート中に機械加工され、ネジ
１８を受容し得る。この球状部分３８および開口部４０は、ネジ保持機構１６’内に位置
する穴または開口２２’が、ネジ挿入の間に、球状部分３８内に位置する開口部４０と整
列するように位置決めされる。この球状部分３８の開口部４０は、基部プレート１２’上
に位置する開口１４’とは中心が異なる。基部プレート１２’のこの実施形態は、図３Ａ
および図３Ｂに詳細にさらに図示および示される。
【０１００】
図４は、本発明の別の実施形態を示す。この実施形態は、図２および図３に示される実施
形態と類似である。図４は、ネジ保持機構１６’’が、骨ネジ１８がそれを通って延びる
基部プレート１２’’の開口１４’’内に取り付けられる、骨プレートアセンブリ１０’
’の拡大図を示す。図４は、その噛み合わせられた位置にあるネジ保持機構１６’’を示
す。その中に示されるように、ネジ保持機構１６’’の一部分が、ネジ頭部２０の少なく
とも一部分を覆い、それによって、ネジ１８が基部プレート１２’’および骨内の固定位
置から緩むことを防ぐ。しかし、この特定の実施形態では、図２および図３に図示された
実施形態とは異なり、ネジ保持機構１６’’上に位置する２つの噛み合わせタブ４０があ
る。これらの噛み合わせタブ４０は、噛み合わせタブ４０に係合し、かつそれと対合する
ために、基部プレート１２’’の外径または開口１４’’上に位置する対応する溝４２を
有する。この溝４２は、エンドミルまたは当業者に公知のその他の類似のデバイスを利用
して、基部プレート１２’’中に単に機械加工される。
【０１０１】
図４は、相対的に固定され、そしてデバイスを固定化するネジ保持機構１６’’を示して
いるが、このネジ保持機構は、改変され得るかまたは変動されて、噛み合わせの程度のバ
リエーションを可能にし得る。例えば、１つのバリエーションは、ネジ保持機構１６’’
を、ネジ頭部２０の頂部を超えて、その上でネジ頭部２０と全く接触することなく、回転
することを可能にする。このようなネジ保持機構１６’’は、ネジ１８を、ネジ頭部２０
が自由に回動（ｐｉｖｏｔ）することを可能にしたまま、基部プレート１２’’から緩む
ことを防ぐ。球状であるネジ頭部２０が自由であるとき、それは、その中の基部プレート
１２’’の球状シート３８内を回転し得る。このような球状ネジ１８を図５に示す。別の
バリエーションは、ネジ保持機構１６’’を、ネジ頭部２０に直接係合し、そしてそれに
完全に接触させることを含む。従って、ネジ保持機構１６’’は、全く動かないで、ネジ
１８を固定位置に噛み合わせ、そして固定化する。ネジ保持機構１６’’は、本明細書に
記載の、任意のネジ保持機構１６’’および骨プレートアセンブリ１０のために調節され
得る。さらなるバリエーションは、ネジ保持機構１６’’とネジ１８を部分的にのみ噛み
合わせるか、または固定化することを含む。従って、ネジ保持機構１６’’が基部プレー
ト１２’’上の種々の位置に変わるとき、ネジ保持機構１６’’によって、ほんの部分的
な動きであるか、全く動きがないことを可能にする。
【０１０２】
本発明の別の実施形態は、基部プレート１２’’’を、開口１４が、今やスロット４４の
長さを伸張した球状シート４８を備えた壁４６を有するスロット４４にあるように、改変
することを含む。この設計は、異なるバリエーションを可能にする。例えば、スロット４
４を、スロット４４がスロット４４の長さに沿ってサイズが変わるように機械加工し得る
。このスロット４４は、ネジ１８およびそのネジ頭部２０と適応するに十分大きくあり得
るが、球状シート４８は、このネジ１８が基部プレート１２’’’を完全に通過すること
を可能にしない。次いで、スロット４４を、別の端部と適応させるためにわずかにより大
きくし、その中でネジ保持機構１６’’’と適応さえる。操作においては、ネジ１８を、
スロット４４の１つの端部に挿入し、そしてその中に固定する。次いで、ネジ保持機構１
６’’’を、別の端部でスロット４４中に取り付ける。次に、噛み合わせ位置または噛み
合わせてない位置が所望されるか否かに依存して、ネジ保持機構１６’’’を適切に回す
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。あるいは、スロット４４の設計を、ネジ１８がネジ保持機構１６’’’の開口部２２中
に挿入されることを可能にするように変化させ得る。いずれの実施形態においても、ネジ
１８は、球状シート４８およびスロット４４の長さを移動し得る。さらに、ネジ保持機構
１６’’’が、ロック位置になるとき、ネジ１８は、なおそれがその長手方向軸に沿って
移動することを可能にしながら、緩むことが防止される。これらの実施形態は、図６Ａ、
図６Ｂ、および図６Ｃ中により詳細にされに示される。
【０１０３】
本発明の先に記載された実施形態のいずれにおいても、ネジ１８が緩まないようにするこ
とが重要である。さらにネジ１８の動きまたは部分的な動きはまた、望ましい。なぜなら
、治癒プロセスの間に骨移植片の負荷を可能にするからである。半剛性固定の場合、骨ネ
ジ１８は、脊椎の治癒プロセスの間にプレートに対していくらか動き得る。このことによ
り、半剛性固定が脊椎の変性疾患の処置に好ましいことが示唆される。移植片が疾患の部
位（層板または椎骨本体）に移植された場合、いくらか回転可能なネジ１８の存在は、移
植片の連続的負荷を確実にする。この連続的な負荷により、移植片の応力遮蔽が避けられ
、これは、続いて、融合の速度および脊椎への移植片の取り込みを増大させる。
【０１０４】
本発明により可能である負荷共有の機構が少なくとも２つ存在する。ネジ頭部は、球状シ
ート３８において回旋可能であるか、またはネジ１８は、特許文献３に記載のように、ス
ロットに沿って並進することができる。いずれの方法も、脊椎において移植片を負荷する
異なる方法を提供する。頭部２０を用いて回旋させることは、ネジ１８に取り付けられた
椎骨体がネジ頭部２０の周りで回旋し、従って、治癒プロセスの間に椎骨体の角度を変化
させることを必要とする。移動負荷は、椎骨がプレートの長軸に沿って単にスライドする
ことにより負荷されたままになり、それによって脊椎の整列を維持することを可能にする
。本発明の骨プレートアセンブリ１０は、ネジをプレートに硬く固定することによって、
両方の技術を行い得るか、または両方を妨げ得る。従って、本発明の無数の選択肢および
改変が可能である。
【０１０５】
本発明の別の改変は、ネジ頭の回転が、外科手術手順または治癒プロセスの間に必要でな
い実施形態である。このことは、骨折が生じ、プレートが破片を整列させて保持するにす
ぎないように働き、動きが治癒プロセスに対しておそらく不利益である場合であり得る。
これらの特定の場合において、プレート１２’’’’における球状シート３８は、簡単に
並べられた穴２１により置き換えられ、ネジ頭２０はまた、本質的には円筒形であるよう
に変更される。さらに、この同じ概念は、移動の局面に与えられ得る。頚部または外傷が
平版固定される特定の場合において、プレート１２’’’’上に１以上のネジ１８が、球
状頭部２０の周りで回転しないようにして、並進し得ることは望ましくあり得る。従って
、球状壁スロットが、矩形壁により置き換えられると、頭部２０は、複数の平面において
回転しないようにされ得るが、なお、ネジ保持機構１６’’’’により緩まないようにさ
れる。球状シート３８が簡単なポケット２１で置き換えられた実施形態は、図８および９
にさらに示される。機械ネジ１８は、図１０にさらに示される。
【０１０６】
ネジ保持機構１６’’’’’および骨プレートアセンブリ１０’’’’’に位置する関連
するスロットになった開口１４の別の改変は、図１１Ａ、１１Ｂ、および１１Ｃに示され
る。この特定の実施形態において、円筒形ネジ頭部２０は、基部プレート１２’’’’’
に沿ってスロット１４’’’’’内を並進する。このネジ保持機構１６’’’’’は、ネ
ジ１８が開口１４’’’’’を通って、緩まないようにする。
【０１０７】
骨プレートアセンブリ１２’’’’’および本発明のネジ保持機構１６’’’’’の両方
の別の実施形態は、図１６、１７、１８、１９および２０に示される。本明細書中に開示
された本発明の他の実施形態のように、この実施形態は、ネジ１８が基部プレート１２か
ら緩まないようにするために、ネジ頭部２０の一部がネジ保持機構１６の一部を覆うこと
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を可能にするという概念に基づいている。しかし、ネジ保持機構１６’’’’’を回転さ
せて、ネジ頭部２０の少なくとも一部を覆う代わりに、ネジ保持機構１６’’’’’は、
基部プレート１２’’’’’の開口１４’’’’’の側壁５１に沿って機械加工された溝
５０に沿って滑る。
【０１０８】
図１６から２０に例示された基部プレートアセンブリ１２’’’’’’の実施形態は、基
部プレート１２’’’’’’を備える脊椎の隣接椎骨を固定するための少なくとも１つの
骨ネジ１８を利用する。この基部プレート１２’’’’’’は、これ全体を通して延びて
いる少なくとも１つの開口１４を備える。代表的には、この開口１４’’’’’’は、全
体を通して延びている穴４９およびネジ１８がこの穴４９に入ることを可能にするスロッ
ト５２の長さに沿った球状シート５２を形成する壁５１を有する細長スロットである。こ
の壁５１は、穴４９に延びた少なくとも１つの突出部５６および基部プレート１２’’’
’’’の開口１４’’’’’’内に位置した少なくとも１つのアンダーカット５８を備え
る。骨プレートアセンブリ１０’’’’’’はまた、ネジ保持機構１６’’’’’’を備
え、これは、ネジ１８が基部プレート１２’’’’’’から緩まないようにするための開
口１４’’’’’’に対して、ロック位置と、アンロック位置との間で基部プレート１２
’’’’’’上に取り付け可能であり、かつスライド可能に移動可能である。このネジ保
持機構１６’’’’’’は、底部６０、頂部６２および２つの側部６４を備える。底部６
０は、球状に形作られた凹部６６を有する。頂部６２は、第１の凹部６３を有する。この
凹部６３は、実質的にＵ字型の内面６３および第１の表面６３に対して実際にさらに放射
状に外向きに延びた第２の面６５を形成する。側部６４は、ネジ保持機構１６の中心から
放射状に延びたリップ機構６８を有する。このリップ機構６８は、基部プレート１２’’
’’’’の開口１４’’’’’’内に位置した下部切り込み５８を係合するためのもので
ある。側部６４は、基部プレート１２’’’’’’の開口１４’’’’’’内の突出部５
６を作動可能に係合する少なくとも１つの切れ込み７０をさらに備える。開口１４’’’
’’’内に位置した小さく丸い切れ込み７２が存在する。これは、ロック位置とアンロッ
ク位置との間でネジ保持機構１６’’’’’’を移動するための開口１４’’’’’’内
に機器を配置して固定するために用いられる。
【０１０９】
開口１４’’’’’’は、スロットの距離に沿ってネジ１８の長手軸方向の並進を可能に
する一方で、ネジ保持機構１６’’’’’’は、ロック位置にある。突出部５６は、ロッ
ク位置でネジ保持機構１６’’’’’’の切れ込み７０を作動可能に係合する。さらに、
基部プレート１２’’’’’’の他の実施形態と同様に、開口１４’’’’’’は、ネジ
１８が、他の改変の球状頭部の周りで回転し得ずに、並進することを可能にする。
【０１１０】
操作の際に、図１６～２０に例示された上記の実施形態は、まず、骨に対してプレートを
配置し、基部プレート１２’’’’’を通って、骨に挿入された骨ネジ１８を挿入し、硬
く締めることにより進められる。次いで、小さな機器が、ネジ保持機構１６’’’’’’
の後ろ側のスロット５４に導入され、切れ込み７０が延びている突出部５６を係合するま
でネジ１８の頂点に対してネジ保持機構１６’’’’’’を押し込む。
【０１１１】
本発明のさらなる改変は、ネジ１８が緩まないように、実質的にＵ字型をした開口部を有
するネジ保持機構１６’’’’’’’を備える。このネジ保持機構１６’’’’’’’は
、ネジ１８がその位置から緩まないように、ネジ頭部２０の少なくとも１つの部分をブロ
ックするため、またはネジ頭部２０の少なくとも一部および／もしくはネジ開口部を覆う
ために動かされ得る。このようなネジ保持機構１６’’’’’’’は、図１２および１３
に示される。図１３において、ネジ保持機構１６’’’’’’’は、そのロック位置にあ
る。
【０１１２】
先に言及したように、本発明の改変は、追加された挿入物７４が、基部プレート１２のい
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ずれの型内にも配置されることを含む。この挿入物７４は、適切な機械加工された溝、タ
ブ、伸長部、球状シート、およびいずれの型のネジ保持機構１６にも適合することが必要
な他の特徴を有する。利用されるネジ保持時機構１６の型に依存して、機械加工される挿
入物７４の型、形状、設計およびサイズが変化する。機械加工される挿入物７４の利点は
、この挿入物７４が、基部プレート１２全体を機械加工するのとは対照的に、応じて機械
加工されることである。この基部プレート１２は、穴７６を提供し、そこに挿入物７４が
配置されるように打ち抜かれるか、切断されるか、または形成されることが必要であるに
過ぎない。これは、現在既にある基部プレート１２との適合性を増し、形成され得るネジ
保持機構１６、機械加工される挿入物７４、および基部プレート１２の種々の組み合わせ
をもまた増大させる。この改変は、図２１にさらに例示され、ここで図２１Ａは、丸穴７
６を有する基部プレート１２を示し、図２１Ｂは、挿入物７４を示し、そして図２１Ｃは
、ネジ保持機構１６を示す。
【０１１３】
本出願全体を通じて、種々の刊行物が著者および年度により参照されている。他方、米国
特許は、その番号により参照されている。これらの刊行物の完全な記載が以下に挙げられ
る。これらの刊行物および特許の開示は、本発明が属する技術水準を記載するために、そ
れらの全体が、本明細書中に参考として援用される。
【０１１４】
本発明は、例示的な様式で記載され、用いられている用語は、限定ではなく、記載するた
めの言葉の性質にあることが意図されることが理解されるべきである。
【０１１５】
明らかに、本発明の多くの変更および改変が上記の教示に鑑みて可能である。従って、こ
れらの変更および改変が、添付の特許請求の範囲の範囲内で、本発明は、具体的に記載さ
れたものとは別の方法で実施され得ることが理解されるべきである。
【０１１６】
本発明は、脊椎の隣接する骨の固定のための少なくとも１つの骨ネジを利用する骨プレー
トアセンブリを提供する。この骨プレートアセンブリは、プレート全体に延びた少なくと
も１つの開口を有する基部プレートおよびプレート上に取り付けられ、そして骨ネジが基
部プレートから緩まないようにするために、開口に対してロック位置と、アンロック位置
との間で移動可能なネジ保持機構を備える。本発明はまた、基部プレートの開口に配置す
るためのデバイスを提供する。このデバイスは、プレート上に取り付け可能であり、そし
て骨ネジが基部プレートから緩まないようにするために、開口に対してロック位置とアン
ロック位置との間でプレート上を移動可能なネジ保持機構を備える。さらに、本発明は、
基部プレートの開口に配置するためのスナップリングを提供する。このスナップリングは
、プレート上に取り付け可能であり、そして骨ネジが基部プレートから緩まないようにす
るために、開口に対してロック位置とアンロック位置との間でプレート上を移動可能なネ
ジ保持機構を備える。また、本発明は、基部プレートの開口に配置するためのデバイスを
提供する。ここでこの開口は、ポケットを備える。最後に、本発明は、骨プレートアセン
ブリを提供し、この骨プレートアセンブリは、このアセンブリ全体に延びた少なくとも１
つの開口を備える。ここで、この開口は、アセンブリ全体に延びた１つの穴、およびこの
スロットの長さに沿った距離で球状シートを形成する壁を有する細長スロットであり、ネ
ジが穴およびロック位置と、アンロック位置との間でのプレートに取り付けられ、移動可
能なネジ保持機構から入ることを可能にする。
【０１１７】
【発明の効果】
本発明によれば、隣接する脊椎の動き、応力、または動的負荷の共有を可能にしながら、
骨への骨固定プレートの能動的な、堅い固定を可能にする骨固定プレートアセンブリが提
供される。
【図面の簡単な説明】
【図１Ａ】本発明のネジ保持機構の１つの実施形態の上面図である。ここで、図１Ａは、
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噛み合わせ位置にあるネジ保持機構を示す。
【図１Ｂ】本発明のネジ保持機構の１つの実施形態の上面図である。図１Ｂは、噛み合わ
せ位置にないネジ保持機構を示す。
【図２Ａ】本発明のネジ保持機構の別の実施形態の図であり、図２Ａは上面図である。
【図２Ｂ】本発明のネジ保持機構の別の実施形態の図であり、図２Ｂは斜視図である。
【図３Ａ】図３Ａは、本発明の骨プレートアセンブリの実施形態の断面図であり、ネジ保
持機構なしの骨プレートアセンブリ内のポケットの機械加工と位置を示す。
【図３Ｂ】図３Ｂは、骨プレートアセンブリの同じ実施形態の上面図である。
【図４】骨プレートアセンブリの実施形態を示し、このアセンブリは、開口を有する基部
プレートおよびこの基部プレートの開口内に取り付けられたネジ保持機構を備え、ここで
、骨ネジが貫通して延び、そしてネジ保持機構が噛み合わせ位置にあって、ネジが基部プ
レートから緩むことを防いでいる。
【図５】本発明とともに代表的に利用され得る球状頭部を供えた骨ネジの側面図である。
【図６Ａ】本発明の骨プレートアセンブリの実施形態の種々の図を示し、ここで、図６Ａ
は、噛み合わせ位置にあるネジ保持機構と適応するスロット開口を備えた骨プレートアセ
ンブリの斜視図である。
【図６Ｂ】図６Ｂは、この骨プレートアセンブリの斜視断面図であり、ここで、ネジ保持
機構は噛み合わせ位置にある。
【図６Ｃ】図６Ｃは、骨プレートアセンブリの、そしてより詳細には、それを通って延び
る開口の断面図である。
【図７Ａ】本発明の骨プレートアセンブリであって、それを通って延びる５つの開口を有
する実施形態の種々の図を示し、ここで、図７Ａは上面図である。
【図７Ｂ】本発明の骨プレートアセンブリであって、それを通って延びる５つの開口を有
する実施形態の種々の図を示し、ここで図７Ｂはアセンブリの屈曲を示す側面図である。
【図７Ｃ】本発明の骨プレートアセンブリであって、それを通って延びる５つの開口を有
する実施形態の種々の図を示し、図７Ｃは斜視図である。
【図８】骨ネジを含む基部プレートの開口の拡大断面図であり、ここで、球状シートが簡
単なポケットで置き換えられる。
【図９】本発明の骨プレートアセンブリの拡大断面図であり、ネジ保持機構およびそれを
通じて延びるネジなしで、基部プレートの開口を詳細に示す図である。
【図１０】図８および図９に示された骨プレートアセンブリの実施形態とともに使用する
ために特に適している、本発明で利用されるネジの斜視図である。
【図１１Ａ】本発明の骨プレートアセンブリの実施形態の種々の斜視図であり、開口がス
ロットであり、そして円筒形のネジが、基部プレート中のスロット開口の長軸距離に沿っ
て移動する。
【図１１Ｂ】本発明の骨プレートアセンブリの実施形態の種々の斜視図であり、開口がス
ロットであり、そして円筒形のネジが、基部プレート中のスロット開口の長軸距離に沿っ
て移動する。
【図１１Ｃ】本発明の骨プレートアセンブリの実施形態の種々の斜視図であり、開口がス
ロットであり、そして円筒形のネジが、基部プレート中のスロット開口の長軸距離に沿っ
て移動する。
【図１２】ネジ保持機構の実施形態であり、ここで、このネジ保持機構は、実質的に「Ｕ
」字型である。
【図１３】骨プレートアセンブリの実施形態の斜視断面図であり、ここで、図１２で詳細
に示されるネジ保持機構が、骨ネジと組み合わせて示され、ここで、このネジ保持機構は
、ロック位置にある。
【図１４】本発明の骨プレートアセンブリおよびネジ保持機構の実施形態を示すエンジニ
アリングダイアグラムを示す図である。
【図１５】本発明の骨プレートアセンブリおよびネジ保持機構の実施形態を示すエンジニ
アリングダイアグラムを示す図である。
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【図１６】実質的に「Ｕ」字型である、本発明のネジ保持機構の別の実施形態を示す図で
ある。
【図１７】図１６に示されるネジ保持機構の実施形態を示すエンジニアリングダイアグラ
ムを示す図である。
【図１８】本発明の骨プレートアセンブリの実施形態の図であり、ここで、このアセンブ
リは、図１６に示されるネジ保持機構を利用する。
【図１９】図１８に示される骨プレートアセンブリの別の実施形態の図であり、ここで、
中央ネジ保持機構は、噛み合わせ位置にあり、その一方、その他のネジ保持機構は噛み合
っていない位置にある。
【図２０】図１８および図１９に示される骨プレートアセンブリ上に位置する開口の拡大
図である。
【図２１Ａ】本発明の骨プレートアセンブリの別の実施形態の図であり、ここで、図２１
Ａは、図２１Ｂに示されるような挿入物と適応する穴を有する基部プレートの斜視図であ
る。
【図２１Ｂ】本発明の骨プレートアセンブリの別の実施形態の図であり、これは、挿入物
と適応する穴を有する基部プレートを示す。
【図２１Ｃ】本発明の骨プレートアセンブリの別の実施形態の図であり、これは、ネジ保
持機構を示す。
【符号の説明】
１０　　骨プレートアセンブリ
１２　　基部プレート
１８　　骨ネジ

【図１Ａ】 【図１Ｂ】

【図２Ａ】
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【図７Ｂ】 【図７Ｃ】

【図８】 【図９】

【図１０】
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【図１１Ａ】 【図１１Ｂ】

【図１１Ｃ】

【図１２】

【図１３】
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【図１４】

【図１５】

【図１６】

【図１７】

【図１８】 【図１９】

【図２０】
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【図２１Ａ】 【図２１Ｂ】
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